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Pick up

　

有
田
小
学
校
６
年
生
が
６
月
12
日

（
火
）、
総
合
学
習
の
時
間
に
、
環
境

保
全
活
動
に
取
り
組
む
「
キ
ッ
ズ
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

注
目
の
話
題

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

環
境
へ
の
取
り
組
み
《
有
田
小･

玉
城
中
学
校･

玉
城
清
流
会
》

T
am

aki T
ow

n Report

！

京セラミタ（株）森北さんの説明を聴く児童

　

こ
れ
は
環
境
基
準
に
関
す
る
世
界

的
な
取
り
決
め
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
）
の
規
格
を
も
と
に
、
家
族
で
行

う
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

で
す
。
実
際
に
計
画
を
た
て
実
行

に
移
す
と
き
の
リ
ー
ダ
ー
は
児
童

ら
で
、
実
施
方
法
は
、
Ｐ
（
計
画
）、

Ｄ
（
実
行
）、
Ｃ
（
点
検
）、
Ａ
（
方

針
）
と
、
ら
せ
ん
階
段
を
上
る
よ
う

に
効
果
を
出
し
て
い
き
、
環
境
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
事
業
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
京
セ
ラ
ミ
タ
株
式

会
社
玉
城
工
場
の
森
北
寛
さ
ん
を
迎

え
、
ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
実
施
方
法

な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
最
初

の
一
週
間
は
、
家
庭
の
電
力
・
ガ
ス
・

水
道
の
使
用
量
・
ゴ
ミ
の
量
を
記
録

し
、
ど
う
し
た
ら
光
熱

量
、
ゴ
ミ
を
減
ら
せ
る
か

に
つ
い
て
考
え
、
作
戦

を
立
て
、
何
を
実
行
に

移
す
か
を
宣
言
。
次
の

一
週
間
、
家
族
で
協
力

し
な
が
ら
実
行
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
実
行
前
と
実

行
後
の
デ
ー
タ
を
比
較

し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（
京
セ
ラ
ミ
タ
（
株
）
社

員
）
に
採
点
・
評
価
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
環
境
意

識
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

11
日
に
は
、
宮
川
水
系

外
城
田
川
（
妙
法
寺
橋
付
近
）
の
水

生
生
物
調
査
・
水
質
調
査
を
宮
川
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
の
協
力
の
も
と

行
い
ま
し
た
。

日本手ぬぐいを使い水生生物を捕える児童
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ま
た
玉
城
清
流
会
（
出
口
房
夫
会

長
）
で
は
５
日
、
町
営
プ
ー
ル
に
浄

化
作
用
の
あ
る
Ｅ
Ｍ
培
養
液
を
撒

き
、
約
２
週
間
後
ヘ
ド
ロ
が
落
ち
、

透
明
度
が
増
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
効
果
に
よ
り
今
後
の
環

境
へ
の
活
動
に
役
立
て
て
い
く
そ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
内
各
地
で
環
境
へ

の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
広
報
紙
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

で
も
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

29
日
に
は
玉
城
中
学
校
生
徒
会
が

相
可
高
校
（
生
産
経
済
科
）
と
と
も

に
、
水
耕
栽
培
す
る
た
め
田
丸
城
祉

の
内
堀
に
空
芯
菜
（
ヒ
ル
ガ
オ
科:

熱
帯
植
物
）
を
植
栽
。

　

空
芯
菜
は
水
質
浄
化
作
用
が
あ

る
、
中
国
野
菜
の
一
種
で
５
月
か
ら

８
月
に
か
け
て
育
ち
ま
す
。

　

育
っ
た
苗
は
収
穫
し
生
徒
は
食
育

の
授
業
と
し
て
給
食
の
食
材
に
す
る

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
児
童
に
と
っ
て

の
身
近
な
川
の
水
質
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
町
の
環

境
を
知
り
、
今
後
の
活
動

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

　

真
夏
を
思
わ
せ
る
天
候

に
児
童
ら
は
、
川
底
の
石

の
裏
を
こ
す
り
日
本
手
ぬ

ぐ
い
を
使
っ
て
、
カ
ワ
ゲ

ラ
・
カ
ゲ
ロ
ウ
・
ヤ
ゴ
・

ユ
ス
リ
カ
な
ど
の
水
生
生

物
を
捕
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
採
取
し
て
き
た
川

の
水
を
理
科
室
に
持
ち
帰

り
、
水
の
ｐ※
１

Ｈ
・
Ｃ※
２

Ｏ
Ｄ
・
Ｎ※
３

Ｈ

4
＋
の
濃
度
を
各
班
で
調
査
し
ま
し

た
。

外城田川の水質調査のようす

浄化作用を確認する清流会のみなさん

※
１　
ｐ
Ｈ
…
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
を
測

定

※
2　

Ｃ
Ｏ
Ｄ
…
化
学
的
酸
素
要
求
量

※
3　

Ｎ
Ｈ
4
＋
…
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度

相可高校生といっしょに内掘へ植栽する玉城中学校生徒
植栽の準備をする相可高校生徒
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参
加
者
は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
傷
病

者
の
ケ
ア
の
仕
方
を
丁
寧
に
教
わ
り

ま
し
た
。

　

本
格
的
な
夏
を
向
か
え
、
水
の
事

故
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

入
水
す
る
前
は
必
ず
準
備
体
操
を
す

る
な
ど
十
分
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

は
昨
年
か
ら
公
共
施
設
（
役
場
・
中

央
公
民
館
・
保
健
福
祉
会
館
・
ア
ス

ピ
ア
玉
城
・
玉
城
病
院
）
に
設
置
し
、

こ
の
４
月
か
ら
町
内
小
中
学
校
に
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

玉
城
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
６
月
24

日
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
各
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
１
４
７
人
が
集

い
、
交
流
と
親
睦
を
深
め
た
熱
い
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
、
直
径
30
㌢
ほ

ど
の
柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
、
１

チ
ー
ム
４
人
編
成
で
対
戦
す
る
も
の

で
す
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
試
合
を
前

に
、『
元
気
で
す
た
ま
き
』
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
健
康
体
操
を
し
た
あ
と
、
今

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
汗

！

　

６
月
中
旬
か
ら
約
一
カ
月
間
、

救
命
救
急
法
の
講
習
会
が
あ
り
、

１
５
０
人
程
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会

は
、
夏
休
み
期

間
中
の
自
由
水

泳
で
、
プ
ー
ル

監
視
員
と
な
る

保
護
者
を
対
象

に
毎
年
同
時
期

に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

玉
城
町
女
性

消
防
団
員
、
伊

勢
市
消
防
本
部
職
員
な
ど
が
指
導
に

あ
た
り
ま
し
た
。
救
命
行
為
の
必
要

性
や
救
急
法
に
お
け
る
注
意
事
項
の

後
、
傷
病
者
の
呼
吸
の
観
察
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
手
順
ま

で
の
一
連
の
動
作
を
行
い
、
み
ん
な

が
助
け
合
っ
て
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
呼
び
か
け
る
こ
と
な
ど
実
技
を
交

え
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

『
い
ざ
！
』
と
い
う
と
き
に
備
え

救
命
救
急
法
の
講
習
会

！

女性消防団員の指導で訓練する保護者ら

大
会
で
は
各
校
４
チ
ー
ム
ず
つ
出
場

し
て
、
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
リ
ー
グ
戦
方

式
で
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
予
選
で
決
ま
っ
た
１
位

か
ら
４
位
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
高
橋
一
晃
さ
ん
率
い
る
中

学
校
Ａ
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
制
し
、
1

位
決
勝
優
勝
チ
ー
ム
に
輝
き
ま
し

た
。

　

会
員
の
な
か
に
は
「
気
持
ち
は
若

い
が
、
体
が
つ
い
て
行
か
な
い
」
と

嘆
い
て
い
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
一
生
懸
命
試
合
に
挑
み
、
す
が

す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

熱戦に汗をながす会員

優勝の中学校Aチーム
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が
小
学
校
の
部
に
お
い
て
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
大
会
は
、
個
人
戦
と
団

体
戦
が
40
校
、
72
人
の
参
加
者
で
行

わ
れ
、
個
人
戦
で
も
保
育
所
か
ら
囲

碁
を
始
め
三
段
の
中
井
く
ん
は
、
３

位
に
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

同
月
20
日
、
上
野
校
長
、
囲
碁
協
会

代
表
の
内
藤
さ
ん
、
指
導
者
の
中
井
さ

　

三
重
県
水
産
会
館
で
第
四
回
小
・

中
学
校
囲
碁
団
体
戦
三
重
県
大
会

（
財
団
法
人　

日
本
棋
院
・
産
経
新

聞
社
主
催
）が
６
月
９
日
に
行
わ
れ
、

有
田
小
学
校
３
年　

中
井 
伶
く
ん
、

玉
城
町
文
化
協
会
主
催
の
囲
碁
教
室

が
き
っ
か
け
で
、
本
格
的
に
始
め
た

同
校
３
年　

北
村 

風
太
く
ん
、
２

年　

見
並 

た
ま
き
さ
ん
ら
の
団
体

有
田
小　

団
体
戦
で
見
事
優
勝

第
四
回
小
・
中
学
校
囲
碁
団
体
戦 

三
重
県
大
会

！
コラム町長

COLUMN in March,2007

L e t t e r  t o  y o u

　いよいよ本格的な夏をむかえ、陽の光がまぶ
しい季節となりました。いかがお過ごしでしょ
うか。

　５月 31 日玉城中学校（総合学習）での私の
講演に対して御礼の手紙をいただきました。そ
の手紙は、改めて玉城町について興味をもって
いただいたという内容でした。
　特に
○玉城町が好きです。玉城町に引っ越してきて

よかった。
○自然を守っていきたい。ＥＭ菌活動で一般住

民の方にも広がっている事を踏まえて今後も
ゴミを少なくして、環境の取り組みをしたい。

○町民の方々との『あいさつ』を続けたい。
○誇れる町だと思った。自分たちも一層勉強や

クラブに励みたい。
など私への激励の言葉もお贈りいただき、御礼
の手紙が改めて生徒のみなさんの率直な気持ち
を大切にした町づくりを、一層努めねばいけな
いと決意を新たにしております。

　また最近、台風・地震などによる様々な災害
が頻繁に起きています。各地で起きた災害の様
子を目にすると大変痛ましく、悲惨さが痛烈に
伝わってきます。幸いにも玉城町では大きな被
害も出ませんでしたが、今後も万全を喫し対策
を講じます。何よりも“玉城町民・人”という
宝を守るため、みなさんも防災について意識を
高めていただきますようお願いいたします。

平成 19 年 7 月 17 日　町長室にて

　　　　　　玉城町長

ん
と
と
も
に
辻
村
町
長
を
訪
れ
結
果
報

告
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
初
め
て
の

大
き
な
大
会
で
大
変
緊
張
し
た
」
と
話

し
な
が
ら
も
、「
個
人
戦
で
優
勝
し
た

い
で
す
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
優
勝
が
き
っ
か
け
と
な
り
他

の
児
童
た
ち
も
刺
激
さ
れ
、
囲
碁
を
始

め
る
児
童
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
団
体
の
み
な
さ
ん
は
、
７

月
29
日
・
30
日
日
本
棋
院
（
東
京
）

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場
も

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

表彰状を手に町長を訪れた中井くん（右）北村くん（中）見並さん（左）
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平
成
19
年
第
３
回
玉
城
町
議
会
定

例
会
は
６
月
12
日
、
開
会
さ
れ
、
専

決
処
分
の
承
認
、
条
例
の
一
部
改
正

を
は
じ
め
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更

な
ど
10
議
案
が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
３
月
23
日
国
会
で
可
決
成

立
し
、
３
月
30
日
公
布
、
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
た

だ
ち
に
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
が
、
議
会
を

招
集
で
き
な
い
こ
と
か
ら
専
決
処
分

し
、
当
議
会
で
こ
の
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

（
平
成
19
年
度
玉
城
町
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

平
成
19
年　

第
３
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

魅
力
あ
る
町
づ
く
り

（
第
１
号
））

　

平
成
18
年
度
会
計
の
償
還
収
入
に

２
９
４
７
万
円
の
歳
入
不
足
が
生
じ

た
た
め
、
平
成
19
年
度
会
計
か
ら
繰

り
上
げ
充
用
し
補
て
ん
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

同
額
を
追
加
し
、
総
額
３
５
２
０
万

９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
が
、
た
だ

ち
に
議
会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と
か

ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
こ
の
こ

と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
委
員
会
の
委
員
等
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

根
拠
と
な
る
法
律
、
同
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
開
票
管
理
者
及
び

選
挙
長
を
、
選
挙
１
回
に
つ
き
１
万

７
０
０
円
か
ら
１
万
６
０
０
円
に
、

投
票
管
理
者
を
、
選
挙
１
回
に
つ
き

１
万
２
７
０
０
円
か
ら
１
万
２
６
０

０
円
に
、
期
日
前
投
票
管
理
者
を
、

日
額
１
万
１
２
０
０
円
か
ら
１
万
１

１
０
０
円
に
、
投
票
立
会
人
を
、
選

挙
１
回
に
つ
き
１
万
８
０
０
円
か
ら

１
万
７
０
０
円
に
、
期
日
前
投
票
立

会
人
を
、
日
額
９
６
０
０
円
か
ら
９

５
０
０
円
に
、
開
票
立
会
人
及
び
選

挙
立
会
人
を
、
８
９
０
０
円
か
ら
８

８
０
０
円
に
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域

に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　

租
税
特
別
措
置
法
第
12
条
及
び
第

45
条
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
対
象

地
域
は
過
疎
地
域
に
準
ず
る
地
域
及

び
離
島
地
域
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

現
行
の
課
税
対
象
、
税
率
等
に
変
更

は
な
く
、
条
文
の
整
備
が
な
さ
れ
た

も
の
で
、
当
町
に
該
当
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
料
本

算
定
に
伴
う
も
の
で
、
本
年
７
月
１

日
実
施
の
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
本

算
定
に
向
け
て
、
玉
城
町
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
平
成
19
年
度
の

国
保
料
率
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、

過
日
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
答
申
を
基
本
と
し
て
、
国
の

基
準
に
合
わ
せ
、
応
能
、
応
益
割
の

配
分
の
改
正
、
並
び
に
均
等
割
と
平

等
割
の
割
合
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

根
拠
と
な
る
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
消
防
団
員
等
の
処
遇
改

善
を
図
る
た
め
、
改
正
し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
野
篠
第
６
号
線
外
道
路
改
良

工
事
に
つ
い
て
変
更
請
負
契
約
を
締
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結
す
る
必
要
が
生
じ
、
地
方
自
治
法

第
96
条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
予
算
総
額
３
３
４
万
４
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
41
億
２
千
３
３
４
万
４
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
補
助
金
２

５
０
万
円
等
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
教
育
費
に
お
い
て
、
玉
丸
城

太
鼓
保
存
会
補
助
金
２
５
０
万
円
を

計
上
し
、
ま
た
、
県
委
託
事
業
の｢

学
び
あ
い
、
支
え
あ
い
地
域
活
性
化

推
進
事
業
経
費｣

を
新
規
に
計
上
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
務
費
の
庁
舎

玄
関
の
自
動
ド
ア
の
修
繕
な
ど
、
早

急
に
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
平
成
19
年
度
国

民
健
康
保
険
料
の
本
算
定
に
よ
る
も

の
で
、
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
度
の
医
療
費
総
額
が
、
平

成
19
年
度
当
初
予
算
推
計
と
ほ
ぼ
同

額
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
応
能
・

応
益
割
の
配
分
の
変
更
は
あ
り
ま
す

が
、
保
険
料
賦
課
総
額
は
昨
年
と
同

じ
と
し
て
、
据
え
置
く
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
で
６

９
２
３
万
９
０
０
０
円
、
療
養
給
付

費
交
付
金
で
４
８
４
８
万
１
０
０
０

円
の
そ
れ
ぞ
れ
増
額
、
こ
れ
を
受
け

て
国
民
健
康
保
険
料
で
７
５
１
９
万

７
０
０
０
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
償
還
金
の
増
額
と
し
て

４
０
９
９
万
９
０
０
０
円
が
主
な
も

の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４

０
９
０
万
２
０
０
０
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
12
億
７
１
８
２
万
８
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
19
年
度　

玉
城
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

平
成
18
年
度
の
老
人
保
健
医
療

費
の
精
算
を
う
け
、
医
療
費
交
付
金

等
、
３
５
３
万
４
０
０
０
円
の
返
還

が
生
じ
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
９

億
４
２
２
８
万
８
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

【
追
加
議
案
】

▼
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
対

す
る
請
願
書

　

４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
日
豪
Ｅ
Ｐ

Ａ（
経
済
連
携
協
定
）／
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自

由
貿
易
協
定
）
交
渉
に
対
し
日
本
農

業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
重
要
品

目
を
交
渉
か
ら
除
外
す
る
な
ど
対
策

を
も
と
め
請
願
書
が
提
出
さ
れ
、
採

択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年　

　
　

第
４
回
玉
城
町
議
会
臨
時
会

●
農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田

地
区
管
路
施
設
工
事　

契
約
を
締
結

　

平
成
19
年
第
４
回
玉
城
町
議
会
臨

時
会
は
７
月
11
日
、
開
会
さ
れ
、
農

業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田
地
区

（
山
岡
・
曽
根
・
昼
田
）
管
路
布
設

工
事
に
か
か
る
工
事
請
負
契
約
１
件

が
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
施
設
三
郷
・
昼
田

地
区
（
山
岡
・
曽
根
・
昼
田
）
管
路

施
設
工
事
の
工
事
請
負
契
約
を
次
の

よ
う
に
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
金
額
：
１
億
５
０
１
５
万
円（
う

ち
消
費
税
７
１
５
万
円
）

契
約
の
相
手
方
：
西
邦
・
永
井
・
風

口
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体　

代
表　

株
式
会
社　

西
邦
建
設

　
　
　
　
　
　
　

【
工
事
の
概
要
】

・
管
路
工
事
（
自
然
流
下
）

　

：
Ｌ
＝
２
７
５
７
・
９
０
ｍ

・
管
路
工
事
（
圧　
　

送
）

　

：
Ｌ
＝
１
２
８
４
・
４
７
ｍ

・
マ
ン
ホ
ー
ル
工
：
１
０
１
箇
所

・
中
継
ポ
ン
プ
槽
工
：
５
箇
所

・
取
付
管
工
及
び
公
共
汚
水
枡

　

：
85
箇
所
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お知らせ広場

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
（
５
８
）
７
３
７
３

さ
く
ら
児
童
館
☎
（
５
８
）
８
５
２
７

総
務
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
０

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日　
　

時　

8
月
1
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
4
月
２
日
～
平
成
17
年

　
　
　
　
　

4
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　
「
水
遊
び
を
し
よ
う
！
」

お
問
い
合
わ
せ
は
、
さ
く
ら
児
童
館
へ

Au g u s t

I nform
ation

T
am

aki N
ew

s

保
健
事
業
だ
よ
り

8
■
３
歳
児
健
康
診
査

▼
日　
　

時　

８
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
０
時
50
分
～
１
時
20
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館　

▼
対　
　

象　

平
成
16
年
２
月
１
日
～
３
月
31
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
ま
た
は
前
回

未
受
診
の
お
子
さ
ん

＊ 

該
当
児
に
は
、
個
人
通
知
い
た
し
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

■
７
カ
月
児
相
談

▼
日　
　

時　

8
月
9
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　
　

象　

平
成
18
年
12
月
16
日
～
平
成
19
年

　
　
　
　
　

1
月
15
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

▼
内　
　

容　

身
体
計
測
、
問
診
、
離
乳
食
相
談
、

　
　
　
　
　

育
児
相
談

お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

■
０
・
１
ひ
ろ
ば

▼
日　
　

時　

8
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　
　

容　
「
水
遊
び
を
し
よ
う
！
」

お
問
い
合
わ
せ
は
、
さ
く
ら
児
童
館
へ

■
男
女
共
同
参
画
事
業　

　

手
と
手
を
つ
な
い
で　

は
じ
め
よ
う
！

　

～
ピ
カ
リ
ン
と
遊
ぼ
う
～

　

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
頂
こ
う
と
、

男
女
共
同
参
画
事
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
第
６

弾
。

　

ピ
カ
リ
ン
の
ぬ
く
ぬ
く
遊
び
は
み
ん
な
が
楽
し

く
元
気
に
な
る
遊
び
で
す
。
親
子
で
ふ
れ
あ
う
こ

と
の
楽
し
さ
を
実
感
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日　
　

程　

10
月
13
日（
土
）

▼
場　
　

所　

中
央
公
民
館

▼
講　
　

師　

二
本
松　

は
じ
め
さ
ん（
ピ
カ
リ
ン
）

︿
午
前
の
部
﹀

　

親
子
つ
な
が
り
あ
そ
び
＆
コ
ン
サ
ー
ト

▼
開　
　

場　

午
前
９
時
30
分　

▼
開　
　

演　

午
前
10
時

▼
参
加
費　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

３
０
０
円

　

子
ど
も
達
と
す
ぐ
に
楽
し
め
る
つ
な
が
り
あ
そ

び
や
ダ
ン
ス
を
た
っ
ぷ
り
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

保
育
士
さ
ん
、
小
学
校
の
先
生
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
方
、
子
ど
も
達
と

も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
方
、
ま
ず
は
自
分
が
楽

し
み
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

︿
午
後
の
部
﹀

　

つ
な
が
り
あ
そ
び
う
た
研
修
会

▼
受　
　

付　

午
前
０
時
30
分

▼
講　
　

習　

午
後
１
時

玉
城
町
商
工
会
☎
（
５
８
）
３
２
１
１

▼
日　
　

時　

８
月
４
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
～
９
時
30
分
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行
・
雨
天
順
延

▼
場　
　

所　

お
城
広
場

（
我
楽
多
仮
装
パ
レ
ー
ド
は
、
Ｊ
Ｒ

田
丸
駅
前
～
お
城
広
場
を
予
定
）

▼
主　
　

催　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

詳
し
く
は
、
玉
城
町
商
工
会
へ

第
33
回　

夏
ま
つ
り

　
　
　
　

｢

真
夏
の
夜
の
祭
典｣
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▼
参
加
費　

１
、
０
０
０
円

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
、
８
月
１
日
か
ら
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
会
館
、
総
務
課
、
各
保

育
所
で
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
総
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
湯
快
な
健
康
教
室

　

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

　

そ
こ
で
、
の
ん
び
り
温
泉
に
つ
か
っ
て
、
健
康

づ
く
り
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
り
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
い
つ
ま
で
も

元
気
に
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
対　
　

象

１
人
暮
ら
し
で
70
歳
以
上
の
方
・
保
健
福
祉
会

館
ま
で
自
分
で
こ
れ
る
方

▼
場　
　

所

保
健
福
祉
会
館　

入
浴
の
み
ア
ス
ピ
ア
玉

城
に
移
動

▼
参
加
費

　

５
０
０
円
／
回

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
だ
よ
り

生
活
福
祉
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
3

■
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」

に
よ
る
巡
回
相
談

▼
日　
　

程　

８
月
８
日
・
22
日（
水
）

▼
時　
　

間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

▼
場　
　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

事
前
の
予
約
は
、
生
活
福
祉
課
へ

■
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
の
更
新

　

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
を
現
在
お
持
ち
の
方

は
、
8
月
31
日
が
有
効
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
受
給
資
格
証
を
8
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
期
限
の
切
れ
た
受
給
資
格
証
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
保
険
証
、
振
込
先
等
の

変
更
の
あ
る
場
合
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
福
祉
医
療
費
の
助
成
制
度

▼
助
成
を
受
け
る
に
は

　

県
内
で
は
診
療
時
に
医
療
機
関
、
調
剤
薬
局

等
の
窓
口
へ
「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」
を

提
示
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。
た
だ

し
、
県
外
医
療
機
関
へ
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、

領
収
書
を
ご
持
参
の
う
え
生
活
福
祉
課
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
65
歳
以
上
重
度
障
害
者
医
療
」
の

方
は
、「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
証
」
の
窓
口

提
示
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

開催日 時間 午前 午後

９月４日（火）
午前10時
�0分～
午後2時頃

レクリエー
ション･

体操

健康チェック・
足型測定器

９月11日（火）

９月18日（火）

９月2�日（火）

▼
附
加
給
付
制
度
の
取
扱
い
と
助
成
額

　

組
合
健
保
や
共
済
健
保
な
ど
健
康
保
険
組
合

の
よ
う
に
、
附
加
給
付
制
度
（
保
険
者
が
独
自

に
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
）が
あ
る
場
合
は
、

健
康
保
険
組
合
等
が
取
り
決
め
て
い
る
金
額
を

控
除
し
た
あ
と
の
額
が
、
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
高
額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
合
の
助
成
額

　

限
度
額
（
自
己
負
担
額
、
所
得
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。）
ま
で
が
、
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

６
月
６
日
、
伊
勢
署
長
か
ら
、
次
の
方
々
が
少

年
警
察
協
助
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

少
年
非
行
防
止
、
健
全
育
成
活
動
は
、
警
察
と

地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ
て
行
っ
て
こ
そ
本
当

の
効
果
が
上
が
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
地
元

地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
に
次
の
方
々
が｢

少
年
警

察
協
助
員｣

で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
少
年
警
察
協
助
員
の
指
名
及
び
住
所
（
敬
称
略
）

　

任
期
は
２
年
で
、
要
保
護
少
年
の
発
見
保
護
、

非
行
少
年
等
の
発
見
、
少
年
相
談
、
有
害
環
境
の

浄
化
、
地
域
社
会
に
対
す
る
啓
発
が
主
な
活
動
内

容
で
す
。 少

年
警
察
協
助
員
と
し
て
委
嘱

蚊　

野

有　

田

田　

丸

所
管
区

上
村
紀
男

小
林
弘
幸

舌
古
征
人

氏　
　

名

玉
城
町
蚊
野

玉
城
町
玉
川

玉
城
町
田
丸

住　
　

所

町立保育所園庭開放のご案内
○日時　８月の園庭開放　８月   8 日（水）午前中　第 2 水曜日（8 月は第 2 水曜日に変更）
　　　　９月の園庭開放　９月 19 日（水）午前中　第 3 水曜日
○場所　各町立保育所　　※お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。
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教
育
委
員
会
☎
（
５
８
）
８
２
１
２

　

就
学
前
幼
児
（
来
年
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ま
）

の
保
護
者
を
対
象
に
個
別
の
教
育
相
談
を
次
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
平
成
20
年
度
小
学
校
へ

の
入
学
を
控
え
た
お
子
さ
ま
の
事
で
悩
ん
で
み
え

た
り
、
相
談
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
は
、
教
育

委
員
会
か
各
保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

相
談
人
数
に
よ
り
、
日
時
等
は
後
日
、
教
育
委

員
会
か
ら
直
接
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
相
談
日　

８
月
21
日（
火
）・
22
日（
水
）

▼
相
談
場
所　

玉
城
町
教
育
委
員
会　

会
議
室

▼
対　
　

象　

就
学
前
幼
児
の
保
護
者
等

▼
相
談
員   

三
重
県
立
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　

わ
か
ば
学
園
教
諭

▼
申
込
締
切　

８
月
14
日（
火
）

教
育
相
談
の
お
知
ら
せ

玉
城
町
町
営
住
宅
入
居
者
募
集

建
設
産
業
課
☎
（
５
８
）
８
２
０
５

　

次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
住
宅

　

城
東
団
地　

中
層
耐
火
４
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

▼
募
集
戸
数

　

１
戸

　

※
た
だ
し
、
募
集
中
に
空
戸
数
が
増
と
な
っ
た

場
合
は
、
募
集
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

▼
募
集
受
付
期
間

　

7
月
25
日（
水
）
～
8
月
10
日（
金
）
ま
で
の
毎

日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
受
付
。

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
入
居
料
及
び
敷
金

　

入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算
出
し
ま
す
。
敷

金
は
、
入
居
料
の
３
カ
月
分
。

　

※
収
入
基
準
額
（
月
額
）
20
万
円
を
超
え
て
い

　

玉
城
町
・
教
育
委
員
会
・
体
育
指
導
委
員
協
議

会
で
は
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
町
民
体
育
祭
Ｐ
Ｒ
用

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

一
般
部
門
（
中
学
生
以
上
で
町
内

　
　
　
　
　
　

在
住
在
勤
の
方
）

▼
締
め
切
り　

９
月
４
日（
火
）

▼
提
出
先　

教
育
委
員
会

第
52
回　

町
民
体
育
祭
ポ
ス
タ
ー
募
集

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
主　
　

催　

文
化
協
会　

囲
碁
部
会

　

ハ
ン
デ
ィ
戦
で
行
い
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
参

加
で
き
ま
す
。
３
位
ま
で
を
表
彰
す
る
ほ
か
、
参

加
賞
、
昼
食
券
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
玉
城
碁
会　

代
表
高
田
さ
ん　

☎

（
５
８
）
４
３
７
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
村
山
龍
平
記
念
館
内
）

▼
用　
　

紙　

白
色
の
四
つ
切
り
画
用
紙

※
使
用
す
る
色
は
自
由
で
す
が
、
２
色
以
内

（
白
色
は
１
色
と
数
え
な
い
）。裏
面
中
央
に
、

名
前
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

▼
文　
　

字　

５
点
を
必
ず
す
べ
て
記
載

※
５
点
…
「
町
民
体
育
祭
」・「
10
月
８
日　

（
10
・
８
と
い
う
書
き
方
も
可
）」・「
雨
天　

14
日
」・「
会
場　

お
城
広
場
」・「
主
催　

玉

城
町
」（
字
体
は
自
由
）

▼
入　
　

選　

金
・
銀
・
銅
な
ど
、
参
加
賞
あ
り

　

※
上
位
入
賞
者
は
体
育
祭
当
日
表
彰
。
入
選
者

　

に
は
、
個
人
通
知
い
た
し
ま
す
。

▼
発　
　

表　

金
賞
の
作
品
は
体
育
祭
の
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
印
刷
・
掲
示

※
作
品
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
町
民
体
育
祭
当

日
、
玉
城
町
屋
内
体
育
館
で
掲
示
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

　

町
の
囲
碁
愛
好
者
が
集
ま
り
、
次
の
よ
う
に
囲

碁
大
会
を
開
き
ま
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

９
月
９
日（
日
）　

▼
受　
　

付　

午
前
９
時
30
分　

開
始
午
前
10
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

囲
碁
大
会
開
催

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い



11 城あとに夢を築くまち  たまき　2007-8

　

平
成
19
年
4
月
15
日
に
三
重
県
中
部
で
発
生
し

た
地
震
は
、
震
度
５
弱
か
ら
５
強
を
観
測
し
、
１

２
１
棟
の
家
屋
が
一
部
損
壊
の
被
害
を
受
け
ま
し

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
木
造
住
宅
耐
震

補
強
補
助
制
度
に
つ
い
て
の
ご
案
内

た
。
大
地
震
に
備
え
る
為
に
も
自
宅
の
耐
震
性
を

確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

玉
城
町
で
は
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
対
策
の
一

環
と
し
て
木
造
住
宅
の
「
耐
震
診
断
」
を
平
成
15

年
度
か
ら
実
施
し
、
平
成
19
年
度
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
耐
震
診
断
の
結
果
報
告
と

併
せ
て
、
耐
震
補
強
に
か
か
る
概
算
費
用
の
お
知

ら
せ
も
し
て
い
ま
す
。
制
度
内
容
を
ご
案
内
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
木
造
住
宅
耐
震
診
断

１
．
対
象
住
宅

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
建
築
の
木
造
住
宅
で

階
数
３
階
以
下
。

※
対
象
外
住
宅
…
丸
太
組
工
法
、
鉄
骨
造
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
プ
レ
ハ
ブ
工
法

２
．
診
断
費
用　
　

無
料

▼
住
宅
耐
震
補
強
制
度

１
．
工
事
概
要　

　

木
造
住
宅（
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
）

を
対
象
と
し
、
玉
城
町
が
実
施
す
る
住
宅
耐

震
診
断
の
結
果
が
、「
耐
震
評
点
０
・
７
未
満
」

と
な
っ
た
住
宅
を
、壁
の
補
強
な
ど
に
よ
り「
耐

震
評
点
１
・
０
以
上
」
に
す
る
工
事
。

２
．
補
助
対
象
者

　

町
が
認
め
る
防
災
上
耐
震
化
が
必
要
な
地
区

（
例
：
密
集
し
た
住
宅
地
、
指
定
さ
れ
た
避
難

路
沿
）か
つ
収
入
が
高
額
で
な
い
世
帯
ま
た
は
、

高
齢
者
単
独
世
帯

る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
を
お
断
り
い

た
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格
者

　

玉
城
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
玉
城
町

内
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

※
1　

単
身
者
、
ま
た
は
家
族
を
不
自
然
に
分

割
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
2　

そ
の
他
、
玉
城
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
に

基
づ
き
、
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
申
込
み
方
法

　

入
居
申
込
書
に
下
記
の
書
類
を
添
付
し
、
建
設

産
業
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
営
住
宅
（
補
欠
）
入
居
申
込
書

②
入
居
者
（
全
員
）
の
住
民
票

③
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
分
）
所
得
証
明
書
も

し
く
は
平
成
18
年
分
源
泉
徴
収
票

④
在
勤
在
職
証
明
書
（
様
式
有
）

⑤
玉
城
町
町
営
住
宅
連
続
抽
選
落
選
者
申
告
書

　

※
連
続
抽
選
落
選
者
と
は
直
前
3
回
の
町
営
住

宅
の
募
集
に
お
い
て
抽
選
で
落
選
し
た
方
。

⑥
完
納
証
明
書

▼
入
居
日

　

平
成
19
年
9
月
1
日（
土
）
を
予
定
。

　
　
　

社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）　　
　
　
　

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
（
８
月
分
）

▼
日　
　

程　

10
日（
金
）・
20
日（
月
）・
30
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
委
員
・
行
政
相
談
員

　
　
　
　
　
　
・
人
権
擁
護
委
員

お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日　
　

時　

8
月
8
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
内　
　

容　
「
夏
ま
つ
り
ご
っ
こ
と
プ
ー
ル
遊

　
　
　
　
　
　

び
」

▼
場　
　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
持　
　

物　

割
り
箸
・
カ
キ
氷
用
の
皿
と
ス

プ
ー
ン　

☀
の
場
合
：
水
着
と
バ

ス
タ
オ
ル
な
ど

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
５
８
）
６
９
１
５

３
．
補
助
金
額

　

１
棟
あ
た
り
工
事
額
の

　

２
／
３
（
た
だ
し
、
60
万
円
を
上
限
と
す
る
。）
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文
部
科
学
省
で
は
、
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
本
年
度
満
15
歳
以
上
で
、
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
て
い
な
い
方
。
あ
る
い
は
、
卒
業
で
き
な
い
と

見
込
ま
れ
る
方
に
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
の

有
無
を
認
定
す
る
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
合
格
者

に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
19
年
８
月
１

日（
水
）
以
降
に
三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局
高

校
教
育
室
進
路
指
導
・
入
試
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５

９
（
２
２
４
）
２
９
１
３
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

▼
日　
　

時　

11
月
5
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

10
時
～
15
時
40
分

▼
試
験
会
場　

三
重
県
庁
講
堂
棟
３
階

▼
出
願
期
間　

８
月
24
日（
金
）～
９
月
11
日（
火
）

平
成
19
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
等
の
中
学
校
卒
業
過
程

認
定
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
☎
（
２
５
）
１
２
６
３

【
乙
種
（
全
類
）
と
丙
種
試
験
】

▼
日　
　

程　

11
月
18
日
（
日
）

▼
場　
　

所　

皇
學
館
大
學　
（
伊
勢
市
神
田
久

志
本
町
１
７
０
４
番
地
）

▼
申　
　

込　

８
月
31
日（
金
）～
９
月
12
日（
水
）

［
願
書
は
、
伊
勢
市
消
防
本
部
、
各
分
署
、
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
］
必
要
事
項
を
記
入
し
、（
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
三
重
県
支
部
宛
へ

【
予
備
講
習
会
】

▼
日　
　

時　

10
月
20
日（
土
）　

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
場　
　

所　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
13
番
15
号
）

▼
科　
　

目　

乙
種
第
４
類

▼
定　
　

員　

１
０
０
人

▼
受
講
料　

４
、
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
は
教
材
費
が
別
途
必
要
）

▼
申　
　

込　

９
月
18
日（
火
）～
1
月
12
日（
金
）

※
申
込
書
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
左
記
へ
郵
送
又
は
直
接
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

　
（
社
）
三
重
県
危
険
物
安
全
協
会　

☎
０
５
９

（
２
２
６
）
８
３
７
８

平
成
19
年
度 

後
期 

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

〒
５
１
４
｜
８
５
６
７　

津
市
桜
橋
三
丁
目

４
４
６
３
４　

三
重
県
津
庁
舎
５
階 

宛
へ

▼
そ 

の 

他　

会
場
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

伊
勢
市
消
防
本
部
総
務
課
☎
（
２
５
）
１
２
０
６

　

伊
勢
消
防
本
部
で
は
、
次
の
よ
う
に
平
成
20
年

度
の
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
員

　
　

消
防
職
（
一
般
）　　
　

 

14
名
程
度

　
　

消
防
職
（
救
急
救
命
士
）
２
名
程
度

▼
受
験
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員
法
第
16
条

（
欠
格
条
項
）
に
該
当
せ
ず
、
心
身
と
も
健
全

で
消
防
業
務
に
支
障
が
な
い
人

・
消
防
職
（
一
般
）

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人
（
最
終
学
歴
に
よ
り
年
齢
制

限
が
あ
り
ま
す
）

・
消
防
職
員
（
救
急
救
命
士
）

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人
で
救
急
救
命
士
免
許
を
有
す

る
人

▼
申
込
期
間

　

８
月
１
日（
水
）
～
８
月
17
日（
金
）（
土
曜
・

日
曜
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分

　

詳
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

消
防
職
員
募
集
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津
地
方
裁
判
所
事
務
局

☎
０
５
９
（
２
２
６
）
４
１
７
２

　

借
入
金
な
ど
の
債
務
を
多
数
負
っ
て
い
る
個
人

の
方
が
、
債
権
者
に
約
束
ど
お
り
支
払
う
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
債
務
を
整
理
し
生
活
を

立
て
直
す
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
裁
判
所

の
手
続
き
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
な
手
続
き
と
し
て
は
、
破
産
、
個
人
再
生
、

特
定
調
停
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
各
手
続
き
の
選

択
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
の
特
徴

を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
今
後
と

も
一
定
額
の
支
払
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
か

ど
う
か
、
話
合
い
で
解
決
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど

の
事
情
に
よ
り
、
ど
の
手
続
き
が
最
も
適
し
て
い

る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

破
産
、
個
人
再
生
、
特
定
調
停
の
各
手
続
の
特

徴
に
つ
い
て
は
、裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.courts.go.jp

）
中
の｢

債
権
を
整
理
す
る

た
め
の
裁
判
所
の
手
続
に
つ
い
て｣

に
お
い
て
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
津
地
方
裁
判
所
事
務
局
へ

債
務
を
整
理
す
る
た
め
の
裁
判

所
の
手
続
き

　
　

＝
８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
＝

（
財
）
中
部
電
気
保
安
協
会
伊
勢
事
業
所

☎
（
２
５
）
０
８
９
２

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
。
感
電
災
害

は
夏
季
に
集
中
し
て
発
生
し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か

き
や
す
く
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り
、
ま

た
疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

こ
の
点
か
ら
毎
年
８
月
を「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

と
し
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
電
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気
は
安
全
に

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
の
ご
相
談
は
財
団
法
人
中
部
電
気
保
安
協

会
伊
勢
事
業
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
気
は
正
し
く

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

今
月
は
下
記
の
本
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14
日
間
で
す
。
な
お
、

新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
町
内
在
住
・
在
勤
者
の
み
）。（
登
録
の
対

応
時
間　

月
～
金
曜
日
ま
で
の
平
日　

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。
な
お
、
登
録
の
際
、
身
分
証
明
書
を

ご
提
示
く
だ
さ
い
）

●
購
入
図
書

浅
田
次
郎
「
月
島
慕
情
」

広
瀬　

隆
「
持
丸
長
者　

幕
末
維
新
篇
」

近
藤
瑞
枝
「
春
の
あ
ら
し
」

惠　

隆
之
介
「
敵
兵
を
救
助
せ
よ
！
」

義
家
弘
介
「
ヤ
ン
キ
ー
先
生
の

　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
が
わ
か
ら
な
い
親
た
ち
へ
」

山
田
満
知
子
「
素
直
な
心
が
才
能
を
伸
ば
す
！
」

五
嶋　

節
「
天
才
の
育
て
方
」

門
田
隆
将
「
ハ
ン
カ
チ
王
子
と
老
エ
ー
ス
」

（
健
康
書
）

和
田
高
士
「
検
査
と
数
値
を
知
る
辞
典
」

緒
方　

歩 

「
心
の
病
気
か
も
し
れ
な
い

　
　
　
　
　
　

と
思
っ
た
ら
読
む
本
」

足
立
香
代
子
「
血
糖
値
を
下
げ
る
食
事
」

石
川
安
彦
「
腰
痛
革
命
」

（
絵
本
）

宮
西
達
也 

「
あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
」

佐
野
洋
子
「
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
」

小
沢
昭
巳
・
関　

重
信
「
と
べ
な
い
ほ
た
る
１
」

※
図
書
館
で
購
入
し
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま

し
た
ら
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。（
予
算
、
内
容
に

照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
い
合
せ
先　

玉
城
町
図
書
館　

☎
（
５
８
）
８
２
１
２

の
書
図
着
新

せ
ら
し
お
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歴史こぼれ噺
さ
て
、
前
回
は
、｢

検
地｣

に
よ
っ
て
秀
吉
は

国
々
を
統
治
す
る
た
め
に
、
先
ず｢

年
貢
徴

収
方
法｣

を
確
立
し
て
、
財
政
基
盤
を
が
っ

ち
り
か
た
め
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

歴史こぼれ噺
　ばなし

四

　

そ
し
て
、
次
々
と
体
制
を
整
え
た
。

　

右
に
述
べ
た
名
請
け
人
の
制
度
は
、
結
局
、
田
畑

を
耕
作
す
る
者
は
、｢
百
姓｣

で
あ
り
、年
貢
の
何
パ
ー

セ
ン
ト
か
を
受
け
取
っ
て
、
紀
州
徳
川
家
の
政
策
に

の
っ
と
っ
て
領
内
を
支
配
す
る
役
人
は
、｢

武
士｣

で

あ
る
と
い
う
身
分
を
作
り
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
制
度
を
固
定
し
、
自
分
の
身
分
を
換

え
る
こ
と
を
禁
止
し
た
。

　

専
門
用
語
で
は
、
こ
れ
を｢

兵
農
分
離｣

｢

身
分

制
度｣

の
確
立
と
名
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
目
的

は
、
年
貢
米
の
確
実
な
徴
収
だ
け
で
な
く
、
秀
吉
が

自
分
を
中
心
と
し
た
社
会
の
体
制
を
維
持
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。後
を
引
き
継
い
だ
徳
川
家
康
も
同
様
で
、

こ
の
士
農
工
商
の
制
度
は
、
幕
末
期
に
は
多
少
の
乱

れ
は
あ
っ
た
が
、
二
百
数
十
年
不
変
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　

勿
論
、
こ
の
制
度
か
ら
逃
避
す
る
た
め
、
農
民
や

武
士
た
ち
の
中
に
も
、
土
地
を
出
奔
し
、
密
か
に
上

方
や
江
戸
の
裏
町
に
住
み
着
き
、
人
生
を
送
る
者
も

あ
っ
た
。
一
時
期
、
勢
州
田
丸
領
（
度
会
・
多
気
）

で
年
間
八
十
人
も
の
農
民
の
旧
里
切
れ（
生
家
か
ら
、

無
断
家
出
を
理
由
に
、縁
を
切
ら
れ
る
こ
と
）が
あ
っ

た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
身
分
制
度
内
に
安
住
す
る

事
を
忌
避
し
、自
分
の
意
思
で｢

無
宿
者｣

と
な
り
、

進
ん
で
商
人
（
ア
キ
ン
ド
）
の
道
を
選
ぶ
人
々
が
多

か
っ
た
。

　

ま
た
、
士
農
工
商
の
下
に
、
世
間
の
人
々
が
好
ま

な
い
職
業
（
動
物
や
人
間
の
死
骸
処
理
・
田
畑
の
見

張
り
・
楽
器
を
使
っ
て
の
説
教
人
・
皮
革
業
等
）
に

就
い
て
い
る
人
々
を
強
制
的
に
被
差
別
民
と
し
て
、

厳
し
く
監
視
し
た
。
こ
れ
ら
の
非
道
な
身
分
制
度

は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
公
に
否
定
さ
れ
た
が
、
基

本
的
人
権
意
識
に
疎
い
人
々
の
意
識
の
な
か
に
、
封

建
時
代
の
残
り
カ
ス
と
し
て
残
り
、
容
易
に
消
滅
し

な
か
っ
た
。
が
、
現
今
で
は
相
当
人
々
の
意
識
の
改

革
も
行
わ
れ
た
結
果
、
改
善
の
方
向
に
向
か
い
つ
つ

あ
る
。

　

こ
こ
で
、
特
に
、
特
記
す
べ
き
江
戸
時
代
の
治
世

上
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
、
封
建
制
度
の
要
（
カ
ナ

メ
）
を
挙
げ
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

①
徳
川
家
康
の
言
葉
と
し
て
、｢

百
姓
を
あ
し
ら

う
際
の
要
領
は
、『
活
か
さ
ず
殺
さ
ず
』
を
念
頭
に

す
べ
き
で
あ
る
。｣

が
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
有
名
で

あ
る
が
、
こ
の
言
葉
の
持
つ
非
道
さ
の
た
め
か
、
表

面
に
出
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
二
百
五
十

年
を
通
じ
て
、
こ
の
方
針
は
貫
か
れ
て
実
施
さ
れ
た

こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

②
飢
饉
等
で
社
会
が
不
穏
な
情
勢
に
陥
っ
た
時
、

徳
川
家
の
側
近
衆
か
ら
村
々
へ
出
さ
れ
た
百
姓
一
揆

防
止
の
た
め
の
警
告
文
に
は
必
ず
次
の
文
言
が
使
用

さ
れ
た
。

　

｢

人
の
道
よ
り
、
徳
川
家
の
掟
（
オ
キ
テ
）
が
優

先
す
る
。
道
理
よ
り
も
、
百
姓
一
揆
は
し
て
は
な
ら

ぬ
と
い
う
定
（
サ
ダ
メ
）
に
従
え｣

　

③｢

百
姓
は
み
だ
り
に
米
を
食
べ
ず
、雑
穀
（
麦
・

芋
）
等
、
菜
・
大
根
を
食
べ
よ
。
年
貢
は
必
ず
皆
済

せ
よ
。｣

（有）飯島金物店 （有）飯島金物店 （有）飯島金物店 

YKKAPアルミサッシ販売・建築資材販売
ガラス割替え・アミ戸張替え

その他、家まわりの各種工事、承ります。  

）85（leT 3156  Fax（58）3020

玉城町田丸371-2

おかげさまで 100周年!!

有 料 広 告

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
回
の
文
面
中
・（
誤
）
徳
田
→
（
正
）
薗
田
・（
誤
）

申
午
→
（
正
）
甲
午
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。
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10 ビデオレポート00

11 00
12

1 知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

2 番組終了

特別番組

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

6 ビデオレポート00

知っ得　納得①②
ちょっと玉城①②

たまきチャンネルたまきチャンネル
番組に関するお問い合わせ…
役場総務課広報公聴 TEL �8-8200
放送に関するお問い合わせ…
㈱アイティービー制作部 TEL 27-0700

CATV
10ch ...

7月25日～8月24日番組予定

・番組の紹介、行政情報など

ビデオレポート

注意：番組は予告なく変更する場合があります。

議会放送（終了まで）
　町議会が開催される当日午後 9 時から録画放送。
　また、議会閉会翌週午前 9 時から再放送をします。

特別番組

（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝ 2 週間）

（毎月1日・16日に更新）
 行政・広報番組、企画・特別編集番組など 

知っ得、納得（毎月5日・20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど

ちょっと玉城（毎週月曜日更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

00

議 会 放 送
（議会終了まで）

当日録画

【 7 月 28 日～】
　・町営プール開き　
　・福寿学級開講式　　　　　　　　　　　など

【 8 月 4 日～】
　・はなのその夏まつり　
　・３歳児プールあそび（外保）　　　　　　など 

【 8 月 11 日～】
　・アスピア夏まつり
　・町民ソフトボール大会　　　　　　　　など

【 8 月 18 日～】
　・真夏の夜の祭典　　　　　　　　　　　など

【 8 月 1 日～】
　・玉城オリジナル健康体操　など

【8 月 16 日～】
　・平成 19 年度　中体連夏季大会　など

【 8 月 5 日～】
　・図書館へ行こう 

【 8 月 20 日～】
　・国民健康保険証のカード化

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

00 ／ 15 
30 ／ 45

議 会 放 送
（議会終了まで）

翌週録画

有 料 広 告



（社）三重県宅地建物取引業協会会員・（社）全国宅地建物取引業保証協会会員

三重県知事許可（般16）第１４４５３号

ゆたかな暮らしのお手伝い

58-62720596玉城町蚊野2063番地89

建築・リフォーム土地建物 売買・賃貸・仲介
 三重県知事免許（2）第２６９４号

プラス ワン

0800-2000-366

　8 月 6 日（月）　20 日（月）　27 日（月）
　9 月 3 日（月）
時　間　午前 10 時～ 11 時 �0 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
対　象　40 歳以上の方
内　容　手遊び、簡単なストレッチ体操、健康御師による
　　　　体操など
お問い合わせは、健康管理センターへ

第412号　平成19年8月号編集：広報たまき編集委員会
発行：玉城町役場総務課
〒�19-049�　三重県度会郡玉城町田丸114-2　
TEL 0�96-�8-8200   FAX0�96-�8-4494
Home Page http://www.town.tamaki.mie.jp   
e-mail info@town.tamaki.lg.jp
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■玉城町役場（総務課） TEL�8-8200　FAX�8-4494
●税務住民課 TEL�8-8201
●生活福祉課 TEL�8-820�
●上下水道課 TEL�8-8207
●建設産業課 TEL�8-820�
●農林商工課 TEL�8-8204
●出納室 TEL�8-8210
●議会事務局 TEL�8-8211
●教育委員会（村山龍平記念館） TEL�8-8212
■病院事務局
　玉城病院 TEL�8-�0�9
　介護老人保健施設ケアハイツ玉城
　・介護老人保健施設 TEL�8-�770
　・訪問看護ステーション TEL�8-8117
　・訪問介護 TEL�8-8117
　・居宅介護支援事務所 TEL�8-8822
■健康管理センター TEL�8-7�7�
　（地域包括支援センター）
■保健福祉会館 TEL�8-8000
■社会福祉協議会 TEL�8-691�
■中央公民館 TEL�8-6��1
■アスピア玉城
　　玉城ふれあいの館 TEL�8-8800
　　（弘法温泉）
　　ふるさと味工房 TEL�8-8686
■さくら児童館 TEL�8-8�27
■梅がおか児童館 TEL�8-8�4�

TEL 58-8213休日・夜間当直室

　元気よく育ったひまわり
を見上げる子供たち。
夏本番！ひまわりの様にた
くさん陽を浴びて、たくま
しく育ってくださいね。

まちかど掲示板

時　間　午後１時 �0 分～４時
場　所　健康管理センター
お問い合わせは、健康管理センターへ

毎月 20 日は介護相談の日

いきいきクラブ

　町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。
●町県民税（第２期）
　８月３１日（金）
お問い合わせは、税務住民課へ
●国民健康保険料・介護保険料（第５期）
　８月３１日（金）
お問い合わせは、生活福祉課へ

町税など納期のお知らせ

　8 月 2 日（木）　9 月 6 日（木）
時　間　午前９時 �0 分～ 11 時 �0 分
場　所　保健福祉会館　健康相談室
お問い合わせは、健康管理センターへ

健康相談

　8 月 9 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 �0 分
　　　 30 日（木）
受　付　午前 10 時～ 11 時 �0 分
　　　　午後１時～２時 �0 分
場　所　保健福祉会館
対　象　生後２カ月～未就園のお子さん
内　容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、健康管理センターへ

乳幼児相談
今 月 の 表 紙

撮影：広報たまき編集委員会　上村幸弘
【表・裏】外城田保育所の園児たち
　　　　　　（蚊野のひまわり畑）

人 口　1�,1�2 人（＋4人）
男　　　7,�9� 人（＋2人）
女　　　7,7�7 人（＋2人）
世帯数　  4,8�4 世帯（＋�世帯）

（平成 19 年 6 月 �0 日現在）

（　）は 6 月 1 日以降の増減

人 の 動 き

玉城町役場は 8：30am～7：00pm まで開庁しています
住民票、所得証明、各種申請受付、相談など、どうぞお気軽に
ご利用ください。

有 料 広 告
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